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熱心に勉強を/

征理由西国

議長に依田敏夫氏当選

副議長は剣持庸雄氏

就
任
あ
い
さ
つ

甲
府
市
議
会
議
長

依

田

敏

夫

叩
府
市
議
会
副
議
長

剣

持

庸

雄

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
市
政
に
対
し
ま
し
て
、

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
の
六
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
私
達
両

名
が
正
副
議
長
と
い
う
重
責
を
荷
負
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
皆
様
方
の
ご
期
待
に
添
う
よ
う
、
最

大
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

改
選
以
来
、
甲
府
市
議
会
は
新
し
い
時
代
に
対
応

で
き
る
議
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革

を
進
め
、
議
会
活
性
化
対
策
と
し
て
議
員
の
資
質
向

上
を
図
る
研
修
の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

議
会
本
来
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
に
加
え
、
政
策
研
究

や
市
政
調
査
に
力
を
注
ぎ
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

の
街
づ
く
り
や
医
療
福
祉
の
推
進
を
山
本
市
政
と

一

体
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
公
正

・
公
平
な
市
政
執
行
の
確
保
に
努

め
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
株
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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成
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ま
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六
月
定
例
会
は
、
六
月
十
九
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
八
日
間
と
決
め
、
正
副

議
長
な
ど
議
会
の
構
成
と
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
二
十
八
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

議
長
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
指
名
推
選
の
結
果
、
第
七
十
三
代
議
長
に
依
田
敏

夫
氏
(
新
政
ク
ラ
ブ
)
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て

は
、
投
票
の
結
果
、
第
八
十
四
代
副
議
長
に
は
剣
持
庸
雄
氏
(
新
政
ク
ラ
ブ
)
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
内
部
審
査
機
関
と
し
て
、
条
例
に
よ
り
設
置
を
さ
れ
て

い
る
四
つ
の
常
任
委
員
会
、
並
び
に
議
会
運
営
に
関
す
る
議
長
の
諮
問
機
関
で
あ

る
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
、
さ
ら
に
組
合
議
員
、
議
会
選
出
監
査
委

員
の
選
出
、
特
別
委
員
会
委
員
を
選
任
し
て
議
会
構
成
を
終
わ
る
と
と
も
に
、
提

出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。
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監
査
委
員
に

堀
内
征
治
氏

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
A
戸
議
員

補

欠

選

挙

常
任
委
員
会
の
改
選
に
伴
い
、
上
田

英
文
、
内
藤
幸
男
、
福
島
勇
、
末
木

隆
義
、
石
原
貞
夫
、
堀
内
征
治
、
石
原

剛
の
各
議
員
が
辞
任
し
、
こ
れ
に
伴
う

補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推
選
に
よ

り
、
小
沢
綱
雄
、
牛
奥
公
貴
、
飯
沼
忠
、

海
野
平
八
郎
、
細
田
清
、
秋
山
雅
司
、

岡

田

修

の

各

議

員

が

当

選

し

ま

し

た
。ー

議
員
互
助
会
企
画

1

自
主
研
修
会

実

施

す

市
議
会
で
は
、
議
員
互
助
会
の
一
事

業
と
し
て
、
議
員
自
主
研
修
会
を
六
月

二
、
二
一
日
と
二
日
間
に
わ
た
り
、
石
和

町
の
保
養
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
議
員
の
資
質
向
上

と
時
代
を
先
取
り
す
る
市
議
会
を
目
指

す
た
め
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

は
、
自
治
省
出
身
で
地
方
自
治
専
門
家

と
し
て
全
国
各
地
で
講
演
を
行
っ
て
い

る
大
森
誠
二
氏
を
去
年
に
引
き
続
き
招

ふれ
月
完
例
会

審
採
凪
.経

6
M
四
日
樹

開
会
、
提
案
理
由
の
説
明

m
H
出
一
休
会

幻
日
間
-

23 22 
日日
(火) (月)

一 本
般会
質 i義
l'irj 

質
疑
及
ひど

市
政

M
日
山
川

本
会
議
、
質
議
及
ぴ
市
政

一
般
質
問
、
各
常
任
委
員

会
付
託

お
日
同

各
常
任
委
員
会

初
日
幽

本
会
議
、
各
常
任
委
員
長

報
告
、
閉
会

き
、
初
日
は
、
地
方
議
会
の
在
り
方
、

議
会
運
営
の
原
理
原
則
ほ
か
、
二
日
目

は
、
国
際
労
働
・
経
済
情
勢
の
動
向
、

高
齢
化
対
策
、
心
身
障
害
者
対
策
な
ど

に
つ
い
て
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

議
員
先
進
都
市
調
査
日
程

マ
五

月

公

明

党

松

戸

市

、
千
葉
市

医
療
福
祉
、
ゴ
ミ
処
理

マ

五

月

新

政

ク

ラ

ブ

大

和

市

中
学
校
給
食

マ

六

月

新

政

ク

ラ

ブ

松

戸

市

、

日

野

市

中

学

校

給

食

マ
六
月
新
社
会
ク
ラ
ブ
品
川
区
、

藤

沢

市

中

学

校

給

食

マ

七

月

市

政

ク

ラ

ブ

府

中

市

図
書
行
政
、
都
市
再
開
発
他

マ
九
月
日
本
共
産
党
、
無
所
属
視
察

計
画
中
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新
市
立
病
院

(3) 

{
間
}
新
病
院
建
設
に
つ
い
て
の
構
想
、

規
模
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

{
答
}
新
病
院
は
、

二
十

一
世
紀
に
向

け
た
地
域
医
療
の
基
幹
病
院
と
し
て
、

将
来
社
会
の
発
展
と
医
療
需
要
の
変
化
、

技
術
の
進
歩
等
に
十
分
に
対
応
で
き
る

近
代
的
総
合
病
院
を
め
ざ
し
て
お
り
ま

す
。建

設
用
地
の
面
積
は
、
認
可
さ
れ
て

お
り
ま
す
ベ
ッ
ド
数
回
百
床
を
基
本
と

し
て
、
床
面
積
二
万
六
千
平
方
メ
ー
ト

ル
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
見

合
う
用
地
と
し
て
、
五
万
平
方
メ
ー
ト

ル
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
併
設
を
予
定

さ
れ
て
い
る
諸
施
設
の
ほ
か
、
付
属
施

設
の
保
育
所
、
看
護
婦
宿
舎
、
医
師
住

江}94.!，~

宅
等
の
関
連
用
地
、
さ
ら
に
駐
車
場
を

も
完
備
し
、
緑
豊
か
な
良
好
な
自
然
環

境
の
中
、
病
院
と
し
て
の
概
念
だ
け
で

な
く
、
市
民
の
憩
い
の
場
、
安
ら
ぎ
を

感
じ
る
場
所
と
し
て
整
備
す
る
と
な
れ

ば
、
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
用
地

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

跡

地

利

用を

示

せ

{
問
}
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

【
答
}
現
在
地
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

困
難
性
を
ご
説
明
し
、
跡
地
利
用
計
画

を
提
示
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
病
院
の
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
福
祉
、
医
療
、
保
健
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の

一
環
と
し
て
、
位
置
付
け
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

医
療
の
灯
を
消
さ
な
い
で
と
の
、

地

元
の
強
い
要
望
に
対
し
ま
し
て
は
、
医

師
会
等
の
ご
協
力
を
頂
く
中
で
診
療
活

動
を
確
保
す
べ
く
調
整
し
、
具
体
的
に

は
、
現
有
施
設
を
有
効
利
用
し
な
が
ら
、

老
健
施
設
等
を
設
置
す
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

決
ま
る

六
月
定
例
会
最
終
日
に
、
人
権
擁

護
委
員
候
補
者
の
推
薦
の
諮
問
議
案

建
設
場
所
は

い
つ
ご
ろ
決
定
か

{
問
}
新
病
院
は
、
平
成
八
年
開
院
を

目
途
に
し
て
お
り
、
用
地
取
得
は
平
成

四
年
度
中
に
確
保
し
な
け
れ
ば

間
に
あ
わ
な
い
が
、
い
つ
頃
ま

で
に
建
設
場
所
を
決
定
す
る
の

，刀
{
答
}
新
病
院
建
設
場
所
に
つ

い
て
は
、
他
の
医
療
機
関
と
の

位
置
関
係
、
そ
の
他
県
の
地
域

医
療
計
画
を
踏
ま
え
、
い
ま
庁

内
の
新
病
院
建
設
検
討
研
究
委

員
会
で
調
査
、
研
究
を
し
て
お

り
ま
す
。

現
病
院
の
患
者
の
動
向
を
見

て
も
、
や
は
り
病
院
周
辺
が
多

く
、
特
に
南
東
部
地
域
の
利
用

度
が
高
い
こ
と
も
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
要
素
で
あ
り
ま

す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
建
設

場
所
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

諸
々
の
状
況
等
を
考
慮
し
な
が

ら
も
、
利
用
さ
れ
る
市
民
の
利

便
性
が
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な

が
提
出
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く
、
諮

問
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

田
中

靖
晃

甲
府
市
中
央
四
丁
目
十
|
九

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
自
治
会
及
び
地
権
者
の
全

面
的
な
賛
同
を
得
る
中
で
、
建
設
場
所

を
早
い
時
期
に
決
め
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。

委
員
会
を

早
期
に
設
置

{
問
}
本
市
の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
、

南
北
一
体
化
の
今
後
の
見
通
し
は
。

{窓口}
南
北

一
体
化
の
有
効
な
手
法
と

し
て
、

J
R
線
の
高
架
化
地
下
化
の
連

続
立
体
交
差
事
業
が
考
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
多
額
な
事
業
費
、
補
助
事
業

採
択
要
件
、
事
業
主
体
、
沿
線
住
民
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
関
係
機
関
の
協
力
等

幾
多
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

南
北

一
体
化
は
、
本
市
の
悲
願
で
あ
る

と
同
時
に
、
一
一
十

一
世
紀
を
目
指
し
た
活

力
あ
る
豊
か
な
都
市
苧
つ
く
り
は
、

一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
早
急
に
市
民
と

一
体
と
な

っ
て
、
南
北
一
体
化
を
推
進
す
る
た
め

の
委
員
会
を
設
置
し
、
実
現
に
向
け
て

の
調
査
、
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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【
問
}
学
校
週
五
日
制
が
今
年
九
月
よ

り
月
一
回
実
施
さ
れ
る
が
、
教
育
全
体

の
在
り
方
に
つ
い
て
明
ら
か
に
せ
よ
。

リ
ゾ
ー
ト
計
画
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進
捗
状
況
は
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{
問
}
北
部
山
岳
地
域
の
振
興
策
と
し

て
の
、
リ
ゾ
ー
ト
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

{窓
口】

本
市
の
リ
ゾ
ー
ト
計
画
は
、
マ

ウ
ン
ト
ピ
ア
計
画
と
し
て
、
北
部
山
岳

地
域
の
実
態
を
十
分
考
慮
し
、
自
然
と

の
調
和
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。

マ
ウ
ン
ト
ピ
ア
黒
平
、
四
季
の
森
、

帯
那
山
高
原
牧
場
の
三
施
設
は
甲
府
市

が
事
業
主
体
と
な
り
、
水
源
保
護
、
土

砂
流
出
防
止
な
ど
の
見
地
に
立
っ
て
森

林
を
整
備
し
、
森
林
空
間
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
整
備
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

自
然
公
園
法
、
森
林
法
、
県
条
例
等

関
係
法
令
の
遵
守
や
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
調
査
結
果
な
ど
、
安
全
性
の
高
い
工

法
に
よ
り
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

更
に
、

北
部
振
興
対
策
研
究
協
議
会

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
の
十
項
目
に
わ

た
る
調
査
結
果
か
ら
も
、
マ
ウ
ン
ト
ピ

ア
計
画
の
推
進
に
お
い
て
、
特
に
問
題

は
な
い
と
の
報
告
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

学
校
週
五
日
制

取
り
組
み
は

平成 4年 8月 1日

【注目】

学
校
週
五
日
制
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
児
童

・
生
徒
の
休
業
日
の

拡
大
に
伴
っ
て
、
家
庭
や
地
域
社
会
で

人
間
形
成
に
必
要
な
体
験
を

一
層
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
児
童

・
生
徒
が
地

域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
や
、
社
会
教

育
施
設
等
を
利
用
す
る
な
か
で
、
豊
か

な
社
会
性
が
身
に
つ
く
よ
う
に
、
更
に

指
導
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
各
小

・
中
学
校
で
は
、
学
校

週
五
日
制
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
家
庭

や
地
域
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
た

め、

「
地
域
懇
談
会
」
を
持
つ
と
と
も

に
、
地
域
の
各
種
団
体

の
代
表
に
よ
る

「
学
校
週
五
日
制
協
力
者
会
議
」
な
ど

を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

休
業
日
の
土
曜
日
分
の
授
業
確
保
に

つ
い
て
は
、
年
間
指
導
計
画
の
運
用
及

び
行
事
の
精
選
等
に
よ
り
確
保
で
き
る

よ
う
、
各
学
校
が
研
究
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

中
学
校
給
食

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

参
考
に
検
討

{
問
}
本
年
三
月
に
実
施
し
た
、
中
学

校
給
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
示
せ
。

{
答
}

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
内
小

学
校
六
年
生
及
び
中
学
校

一
年
か
ら
三

年
生
の
生
徒
と
保
護
者
の
=
一
分
の
一
並

び
に
中
学
校
の
教
員
全
員
を
対
象
に
行

い
ま
し
た
。

小
学
校
六
年
生
は
、
三
割
強
が
中
学

校
に
お
け
る
完
全
給
食
を
希
望
し
て
お

り
、
残
り
が
否
定
的
と
ど
ち
ら
で
も
よ

い
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

中
学
生
で
は
、
現
在
の
ミ
ル
ク
給
食

が
よ
い
、
完
全
給
食
が
よ
い
と
い
う
の

が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
割
ず
つ
に
な
っ
て
お

り
、
残
り
が
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う

結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

次
に
、

小
学
生
及
び
中
学
生
の
保
護

者
は
、
七
割
以
上
が
完
全
給
食
を
希
望

し
て
お
り
、
残
り
が
現
状
の
ま
ま
で
よ

い
と
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う
結
果

が
出
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
の
教
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、

七
割
が
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
、
残
り
が

完
全
給
食
を
希
望
と
ど
ち
ら
で
も
よ
い

と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

今
、
望
ま
し
い
中
学
校
給
食
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
数
値
を
も

と
に
、
さ
ら
に
調
査
、
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

平成 4年 6月定例会質問要旨
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-
八
月
よ
り
週
休
二
日
制
実
施

甲
府
市
の
休
日
を
定
め
る
条
例
及
び

職
員
の
勤
務
時
問
、
休
日
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
ど
の
よ
う

に
周
知
を
し
、
理
解
さ
せ
る
か
、
ま
た

実
施
時
期
は
い
つ
か
と
た
だ
し
た
の
に

対
し
、

P
R
に
つ
い
て
は
新
聞

・
各
施

設
へ
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
自
治
会

へ
の
配
布
文
書
等
に
よ
り
周
知
徹
底
を

図
り
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
、
ま
た
実

施
に
あ
た
っ
て
は
国

・
県
の
動
き
、
さ

ら
に
、
市
民
へ
の
理
解
と
職
員
の
勤
務

条
件
等
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
し

た
結
果
、
県
が
八
月
に
実
施
す
る
方
針

な
の
で
、
市
と
し
て
も
県
と
同
様
に
八

月
に
実
施
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
閉
庁
職
場
と
開
庁
職
場
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
た
だ
し
た
の
に
対
し
、

閉
庁
職
場
と
し
て
は
、
本
庁
関
係
の
業

務
、
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
、
道
路
補
修

セ
ン
タ
ー
、
寿

・
宝
等
の
出
先
機
関
で

あ
る
。
ま
た
開
庁
職
場
と
し
て
は
、
公

民
館
、
図
書
館
等
を
含
め
た
教
育
関
係

総
務
委
員
会

甲府市議会だより第94~; (5) 

の
施
設
、
市
民
会
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

保
育
所
、
光
風
寮
、
東
部
浄
化
セ
ン
タ

ー
、
農
業
セ
ン
タ
ー
、
市
民
い
こ
い
の

里
等
の
市
民
が
利
用
す
る
施
設
を
開
庁

職
場
と
し
て
位
置
づ
け
を
行
っ
た
。
ま

た
、
部
と
し
て
の
開
庁
職
場
は
、
環
境

部
、
市
場
、
病
院
の
三
つ
の
部
を
開
庁

職
場
と
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

1
レ
れ
ん

。
さ
ら
に
、
週
休
二
日
制
を
実
施
し
た

た
め
に
、
定
数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
、
週
休
二
日
制
に
移
行

す
る
趣
旨
に
馴
染
ま
な
い
の
で
、
こ
の

機
会
に
市
役
所
の
事
務
内
容
の
精
査
を

し
、
改
善
す
べ
き
点
は
改
善
す
る
よ
う

要
望
す
る
意
見
が
あ
り
、
全
員
異
議
な

く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

A-国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

甲
府
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
ボ
ー
ダ

ー
ラ
イ
ン
上
に
あ
る
人
々
は
非
常
に
高

負
担
と
な
る
と
同
時
に
、

他
の
保
険
制

度
と
比
較
し
て
も
、
国
保
は
制
度
上
の

問
題
に
よ
り
保
険
料
が
高
い
の
で
引
き

上
げ
に
反
対
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
多
数
を
も

っ
て
当
局
原

案
の
と
お
り
可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

A
V
六
案
件
を
可
決

専
決
処
分
(
平
成
三
年
度
甲
府
市

一

般
会
計
補
正
予
算
(
第
八
号
)
)
、
専

決
処
分
(
甲
府
市
市
税
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
)
、
特

別
織
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
甲

府
市
職
員
特
別
給
与
条
例
臨
時
特
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

及
び
甲
府
市
同
和
対
策
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
の
五
案
は
、
い
ず
れ
も

全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
の
通
り
可
決

す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

A

マ
都
市
計
画
税
の
軽
減
を
求
め
る
請
願

第
二
項
に
つ
い
て
は
不
採
択

都
市
計
画
税
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

国
自
身
も
す
で
に
論
議
を
し
て
お
り
、

市
議
会
と
し
て
も
財
政
状
況
を
考
慮
す

る
中
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

採
択
と
の
意
見
と
、
こ
れ
以
上
都
市
計

画
税
を
軽
減
す
れ
ば
、
下
水
道
事
業
を

始
め
と
す
る
都
市
計
画
事
業
に
影
響
が

出
る
と
し
て
不
採
択
の
意
見
が
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
多
数
を
も
っ
て
不
採
択
と

す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

。
熱
帯
林
保
全
に
関
す
る
請
願
不
採
択

地
球
規
模
で
の
環
境
保
護
問
題
の
機

運
の
高
ま
り
の
上
か
ら
も
採
択
す
べ
き

と
い
う
意
見
と
、
現
段
階
で
は
請
願
項

目
の
実
現
が
不
可
能
で
あ
る
の
で
不
採

択
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果

多
数
を
も

っ
て
不
採
択
と
す
る
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

文民
教生

委

員

会

av付
託
さ
れ
た
案
件
全
て
可
決

専
決
処
分
に
つ
い
て
(
平
成
四
年
度

甲
府
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
(
第

一
号
)
)
、
甲
府
市
学
校
職

員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
、

甲
府
市
市
立
の
高
等
学
校
及
び
幼
稚
園

の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬

剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
、
甲
府
市
教
育
職
員
の
退
職
年
金
及

び
退
職

一
時
金
に
関
す
る
条
例
等
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
及
び
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
(
市
立
相
生

小
学
校
屋
内
運
動
場
増
改
築
(
建
築
主

体
)
工
事
)
の
五
案
に
つ

い
て
は
、
い

ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
の
と

お
り
可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

次
に
、
甲
府
市
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
金
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
全
員
異

議
な
く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る

も
の
と
決
し
ま
し
た
が
、
今
後
関
係
機

関
と
も
十
分
協
議
を
行
い
、
後
払
い
方

式
で
は
な
く
、
診
療
窓
口
で
無
料
化
に

で
き
る
よ
う
な
制
度
を
検
討
す
る
よ
う

要
望
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

経

済

都
市
開
発

委

員

会

AV
請
負
契
約
を
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(
緑
が
丘

ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場

改
修
工
事
)

は
、
全
員
異
議
な
く
当
局

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
も
の
と
決
し

宇品

l
レ
ト
~
。

水建
道設

委

員

会

。
事
業
系
ご
み
処
理
手
数
料
を
値
上
げ

甲
府
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
事
業
系
ご
み
処
理

手
数
料
の
値
上
げ
に
伴
い
、
不
法
投
棄

や

一
般
家
庭
の
ご
み
と
し
て
出
す
よ
う

な
こ
と
が
多
く
な
る
と
危
倶
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
と
た

だ
し
た
の
に
対
し
、
現
在
甲
府
保
健
所

管
内
に
お
い
て
廃
棄
物
対
策
連
絡
協
議

会
を
設
置
し
、
二
疋
の
成
果
も
上
が
っ

て
い
る
が
、
な
お

一
層
夜
間
パ

ト
ロ
ー

ル
等
を
強
化
し
、
不
法
投
棄
が
無
く
な

る
よ
う
努
力
す
る
。
ま
た
、
事
業
系
の

ご
み
処
理
指
導
の
た
め
の
指
導
班
五
名

で
各
事
業
所
を
回
り
、
企
業
努
力
に
よ

り
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
よ
う
指

導
を
行
う
。
さ
ら
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
員
に
も
依
頼
し
、
現
場
で
の
指
導
を

行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
手
数
料
の
値
上
げ
に

伴
い
、
各
事
業
所
等
に
値
上
げ
の
趣
旨

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
適
切

な
指
導
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
意
見
が

出
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
の

と
お
り
可
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た

0

.
市
道
路
線
等
を
認
定

専
決
処
分
に
つ
い
て
ほ
か
十

一
案
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く

当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
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新
都
市
拠
点
整
備
事
業
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

副
委
員
長

委

員内

藤

幸

男

川
名

正

剛

末

木

隆

義

細

田

清

秋

山

雅

司

中

西

久

岡

田

修

委
員
長

福
島

森

沢

幸

夫

小
沢

綱

雄

牛

奥

公

貴

皆

川

巌

飯

島

勇

雨
宮

年

江

大
村
幾
久
夫

宮

川

章

司

金

丸

三

郎 勇

駅
周
辺
地
域
は
県
都
の
玄
関
と
し

て
、
情
報

・
文
化
・

交
通

・
商
業

・

業
務
機
能
等
の
高
次
な
都
市
機
能
集

積
拠
点
と
し
て
整
備
を
図
り
、

二
十

一
世
紀
に
対
応
で
き
る
都
市
形
態
を

有
す
る
た
め
に
、
新
都
市
拠
点
整
備

に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
調
査

を
目
的
と
し
て
、
六
月
定
例
会
の
最

終
日
に
、

「
新
都
市
拠
点
整
備
事
業

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
、
六
月
二
十
九
日
よ
り
閉
会

中
も
継
続
し
て
調
査
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

新

病

院

建

設

に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

副
委
員
長

委

員上

回

英

文

村
山

二
永

海
野
平
八
郎

斉

藤

憲

二

出

井

数

馬

堀

内

征

治

加

藤

裕

委
員
長

原
田
正
八
郎

石 j青堀石狐飯堀早 小
原水内原塚 沼 口 川 野

節光貞公 菊武雄
剛子雄夫男忠 雄 男 造

老
朽
化

の
著
し
い
現
市
立
病
院
で

は
、
高
度
化
す
る
医
療
体
制
に
対
応

で
き
な
い
。
従
っ
て
、
新
病
院
を
建

設
し
、
複
雑
多
様
化
す
る
医
療
事
情

等
に
適
確
に
対
応
す
る
と
共
に
、
併

せ
て
周
辺
整
備
に
伴
う
土
地
利
用
及

び
交
通
体
系
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て

の
調
査
を
目
的
と
し
て
、
六
月
定
例

会
の
最
終
日
に
、

「
新
病
院
建
設
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
六
月
二
十
九
日
よ
り
閉
会
中

も
継
続
し
て
調
査
を
す
る
こ
と
に
な

灼
ノ
寺
ナ
し
れ
~
。

マ
継
続
審
査
す
る
も
の

〔
総
務
委
員
会
〕

O
「
子
供
の
権
利
条
約
に
関
す
る
条
約
」

の
早
期
完
全
批
准
を
求
め
る
た
め
の
請

願

(
甲
府
市
小
中
学
校

P
T
A
連
合
会

会
長

・
山
村
勝

一
ほ
か
)

〔
民
生
文
教
委
員
会
〕

O
中
学
校
完
全
給
食
を
求
め
る
請
願

(
甲
府
市
の
中
学
校
給
食
を
実
現
す
る

連
絡
会
会
長

・
小
林
豊
子
)

O
高
齢
者
福
祉
・
医
療
の
充
実
を
求
め

る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

の
一
・
ニ
項

(
新
日
本
婦
人
の
会
甲
府

支
部
代
表

・
榊
原
亮
子
)

O
保
育
園
・
心
身
障
害
児
通
園
事
業
に

お
け
る
人
材
確
保
と
保
育
施
策
の
充
実

を
求
め
る
請
願

(
山
梨
県
社
会
福
祉
労

働
組
合
執
行
委
員
長

・
秋
山
ほ
な
み
)

〔
建
設
水
道
委
員
会
〕

O
「
水
道
水
の
水
質
基
準
」
拡
充
・
強

化
の
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請

願

(
全
水
道
甲
府
水
道
労
働
組
合
執
行

委
員
長

・
内
藤
恭
二
)

マ
不
採
択
に
な
っ
た
も
の

〔総
務
委
員
会
〕

O
都
市
計
画
税
の
軽
減
を
求
め
る
請
願

第
二
項

(甲
府
民
主
商
工
会
代
表

・
相

沢
平
次
郎
)

O
熱
帯
林
保
全
に
関
す
る
請
願

(
甲
府

市
飯
田
五
丁
目
十
|
二
十

・
青

柳

均

)

議
員
表
彰

お
め
で
と
う

中
商
議
員

上
田
議
員

こ
の
た
び
、
第
五
十
八
回
関
東
市
議

会
議
長
会
並
び
に
第
六
十
八
回
全
国
市

議
会
議
長
会
の
各
定
期
総
会
に
お
い
て
、

中

西

久

、
上
田
英
文
の
二
氏
が
議
員

と
し
て
二
十
五
年
以
上
在
職
し
、
地
方

自
治
振
興
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

対
し
表
彰
さ
れ
、
六
月
定
例
会
の
冒
頭
、

本
会
議
場
で
議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
も
本
会
議
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

本
会
議
で
は
、
皆
さ
ん
の
代
表
で

あ
る
議
員
の
活
動
や
、
市
政
の
方
針
、

審
議
状
況
を
直
接
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

傍
聴
手
続
き
は
、
直
接
議
場
(
市

役
所
本
庁
舎
二
階
)
に
来
て
い
た
だ

き
、
傍
聴
人
受
付
簿
に
自
己
の
住
所
、

氏
名
及
び
年
齢
等
を
記
入
す
る
だ
け

で
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

次
の
定
例
会
は
、
九
月
の
予
定
で

す
。お

誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ

さ
い
。
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(0552) 37-1161 
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傍聴席場議

小 沢 綱 雄

内 藤 幸 男

福島 勇

村山二永

剣 持 庸 雄

牛奥公費

飯沼 忠

皆川 股

海野平八郎

早川 武男

上田英文

原田正八郎

掘 口 菊 雄

依 田 敏 夫

森 沢 幸 夫

川名正剛

小 野 雄 造

末木 |を義

狐 塚 公 男

正副議長室

fi 250 
議会応接室

議会事務局

fi 252~256 

議会会議室

室

第 4委員会室

(建設水道委員会)

第 3委員会室

経済
( =-+-IIII~ 委員会)
都市開発

第 2委員会室

(民生文教委員会)

量量
正司図

議
会
関
係
各
室
の
案
内
図
で
す
。

議
員
の
控
室
は
本
庁
舎

二
階
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
庁
舎
入
口
右
側
に
議
員
登
庁
表
示
板
が
設
け

て
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員

に
面
談
な

ど
ご
用
の
方
は
表
示

板
を
ご
確
認
の
上
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

第 1委員会室

(総務委員会)

て

室

室

控

2
一-
控
7

党
以
ニ

"フ

阪

産
;
ニ
ラ
;

料
竺
一
肘

2

日

市

電話交換室

地域振興部

市民総合

相談コーナー

案内板

公明党
控宣
告 270

什 1

市政記者室

西庁舎 ヘ→

堀内

秋山

堀 内 光 雄

大村幾久夫

新社会クラブ
控室

fi 269 

市民対話室

修何回裕

剛

加藤

石原

節子清水久

章司

中西

宮川

勇

清

江年

島

田

宮

飯

細

雨

二
夫
馬

憲

貞

数

藤

原

井

斉

石

出

〔本庁舎正面入口〕
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新しい常任委員会の構成
(平成 4年 6月26日改選)

総

次
の
部
・
室
等
に
属
す
る
事
項
を
審
査
す
る

一

市
長
室
町
所
管
に
属
す
る
事
項

}
一
企
画
推
進
部
(
病
院
建
設
に
関
す
る
事
項
を

除
く
。)
の
所
管
に
属
す
る
事
項

三
地
域
振
興
部
の
所
管
に
寓
す
る
事
項

回
総
務
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

五

市
民
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

六
税
務
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

七
技
荷
指
導
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

八

会
計
室
の
所
管
仁
属
す
る
事
項

九
議
会
事
務
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

一口

公
平
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

一一

選
挙
管
理
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

三

監

査

委
員
の
所
管
に
属
す
る
事
項

一三

他
の
常
住
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

務

委

貝

A
Q
冨

委貝

早川武男
普光寺三丁目2-8

新政ケラプ

tr32-1222 

安員

飯沼忠
山宮町1530-20
新政クラブ

宮 51-7721

民

生

文

教

委

員

会

副委員長

小野雄造
湯田一丁目4-3
新政クラブ

"35-3457 

次
の
部

・
室
等
に
属
す
る
事
項
を
審
査
す
る

企
画
推
進
部
(
病
院
建
設
に
関
す
る
事
項
)

の
所
管
に
属
す
る
事
項

二

福
祉
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

一
市
立
甲
府
病
院
の
所
管
に
属
す
る
事
項

回
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

委員

内藤幸男
塩部三T目2-23

新政クラブ
官 52-9185

委員

原田正八郎
k lE ~r9 - 1 5 
新政ク ラプ

"37←3191 

問
委 員

斉藤憲二
百竹二丁目8-16
新社会ク ラブ

官 26-3336
(
定
数

(
現
員

九
名
)

九
名
)

(定
数

(現
員

九
名
)

九
名
)

委員

雨 宮 年 江
和戸町1195-2
新社会クラブ

官 32-4765

委員

岡田修
国母七丁目6-7
日本共産党

"26-1838 

J 

委員

清水節子
伊勢四丁目21-1

市政ク ラブ
宮 35-6510

委員

加藤裕
干塚五丁目15-39

日本共産党

tr51-6973 

経
済
都
市
開
発
委
員
会

!・
F

司

、ιヴ
A
a，

長
章
町
付
附

咽
句‘一
-V
臥

M
賀

町

Y
M

C
Gム
司

書
劃
闘耐
劃
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一乏

昆主
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プ
陥

h
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出
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叩
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叩

f
」向

島
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制
木
喜

4
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可

末

次
の
部

・
室
等
に
属
す
る
事
項
を
審
査
す
る

土
地
対
策
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

二

商

工
労
政
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

三

農
林
振
興
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

凶
都
市
整
備
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

五
中
央
卸
売
市
場
町
所
管
に
属
す
る
事
項

六
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

委員

上 田 英 文
下鍛拍庄町994
新政クラブ

ft41-660C 

建

設

水

道

委

員

会

委員長

大村幾久夫
下飯田四丁目6←20

公明党

tr28-7669 

次
の
部
・
室
等
に
属
す
る
事
項
を
審
査
す
る

環
境
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

二

建
設
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

一
下
水
道
部
の
所
管
に
属
す
る
事
現

山
水
道
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

委員

森沢 幸夫
千語四丁目2-5
新政クラブ

官 52-0013

委員

牛奥公貴
普光寺三T目33-32

新政クラブ

ft35-5851 

(定
数

(現
員

九
名

九
名

(定
数

(
現
員

九九
名名

委員

中西久
美咲丁112-11

市正&クラ ブ

tr!il川09


